
 

 

 

 

令和３年３月１2 日 

京 丹 後 市 役 所  

 

市では、2050 年二酸化炭素排出実質ゼロの実現に向けて、脱炭素社会の必要性

及び実現に向けた課題や取組みを共有し、オール京丹後で「2050 年ゼロカーボン

シティ」の実現を目指していくための講演会を次のとおり開催します。 

 

※実質ゼロ：二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と、森林等の 

吸収源による除去量との間の均衡を達成すること 

 

 

■日時 

 令和３年３月 27 日（土）14：00～15：30（13：30 開場） 

■会場 

 峰山総合福祉センター２階 コミュニティホール（京丹後市峰山町杉谷 691） 

■内容 

 演題：「2050 年脱炭素社会に向けて」 

 講師：環境省地球環境局国際連携課長 大井通博（おおいみちひろ）氏 

 

 

 

 

 

 

 

■定員 

 100 人 

■入場料 

無料 

■申込み 

必要 ※3 月 19 日（金）17 時までに、電話、ファックス又はメールで氏名、連 

絡先を添えて申し込む。 

■申込み・問合せ先 

 生活環境課（峰山庁舎内） 

 TEL：69-0240、FAX：62-6716、E メール：kankyo@city.kyotango.lg.jp 

■備考 

 新型コロナウィルスの感染状況によっては、急遽中止とさせていただく場合があ

ります。 

1989 年峰山高校卒業。1995 年京都大学大学院理学研究科卒業、環境庁

（2001 年より環境省）入庁。大気環境保全、地球温暖化対策、化学物質管理な

どに携わる。2008～2011 年経済協力開発機構（OECD、パリ）へ出向。

2011 年 8月より地球環境問題交渉官、国際地球温暖化対策室長として「パリ協

定」の国際交渉に関与。2016 年環境影響審査室長、2018年研究調査・気候変

動適応室長を経て 2019年 7 月より現職。 

報道資料 

2050 年脱炭素社会の実現に向けた講演会 
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